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全
国
で
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
水
道
管
の

老
朽
化
問
題
は
、
水
質
低
下

や
財
政
負
担
の
増
大
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
る
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
中
、

本
町
の
水
道
水
の
水
質
に
つ

い
て
、
住
民
の
飲
料
水
と
し

て
安
全
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
水
道
管
の
更
新
や

耐
震
化
の
計
画
と
、
近
年
の

財
政
概
況
を
問
う
。

　
水
質
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

水
質
検
査
計
画
を
定
め
て
実

施
し
て
お
り
、
原
水
の
取
水

地
や
、
配
水
管
末
の
給
水
管

に
て
採
水
し
て
の
検
査
な
ど
、

浄
水
さ
れ
た
水
道
水
に
お
い

て
、
近
年
異
常
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
は
な
く
、
飲
料
水
と

し
て
問
題
は
な
い
。

　
ま
た
、
上
水
道
管
の
更
新

は
、
令
和
２
年
度
作
成
の
水

道
施
設
耐
震
化
更
新
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
は
基
幹
管
路
や
重
要

給
水
施
設
へ
つ
な
が
る
管
路

か
ら
更
新
を
行
う
と
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
も
、
上
水

道
管
の
更
新
を
予
定
し
て
い

る
。

　
今
後
の
更
新
計
画
は
、
令

和
７
年
度
に
開
催
予
定
の
経

営
戦
略
に
て
決
定
し
て
実
施

し
て
い
く
。

　
財
政
の
概
況
は
、
最
近
の

物
価
上
昇
等
に
よ
り
費
用
が

増
大
し
、
逆
に
給
水
料
金
収

入
は
、
給
水
栓
数
の
減
少
に

よ
り
少
し
減
少
で
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
公
共
交
通
バ
ス
に
つ
い

て
、
直
近
５
年
間
の
利
用
者

数
と
補
助
金
額
を
問
う
。

　
公
共
交
通
バ
ス
事
業
は
、

各
年
の
10
月
か
ら
９
月
ま
で

が
改
定
年
度
で
、
令
和
６
年

度
実
績
は
、
利
用
者
数
が
１

万
３
８
９
１
人
、
町
補
助
金

額
が
３
７
０
６
万
円
。
直
近

５
年
間
の
利
用
者
数
と
補
助

金
額
は
左
図
の
と
お
り
。

　
　
公
共
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
便
が
ほ
と
ん
ど
空
席

で
走
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　
県
も
地
域
の
公
共
交
通
の

再
構
築
に
取
り
組
む
と
の
こ

と
だ
が
、
本
町
も
再
構
築
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
利
便
性
が
低
く
て
、
安
い

も
の
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
は
少
々
、
財
政
負
担
が

増
え
て
も
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
体
制
を
組
む
の
か
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
令
和
７
年

度
に
本
格
協
議
に
入
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
額

の
投
資
は
出
来
な
い
が
、
少

し
で
も
住
民
の
利
便
性
が
高

ま
る
公
共
交
通
体
系
の
構
築

し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
議
会
の
予
算
は
大
西

町
政
再
ス
タ
ー
ト
の
具
体
化

に
な
る
。
緊
縮
財
政
か
ら
始

ま
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

目
指
し
た
方
向
は
。

　
令
和
４
年
度
末
の
基
金
残

高
が
60
億
円
。
令
和
７
年
度

末
は
推
計
で
44
億
円
に
な
り
、

３
年
間
で
16
億
円
、
26
％
の

減
少
に
な
る
。
こ
の
ま
ま
の

予
算
規
模
だ
と
４
、
５
年
で

予
算
が
組
め
な
く
な
り
、
必

要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
す
ら
削

減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の

で
、
手
前
か
ら
準
備
を
し
て

い
く
の
が
行
政
改
革
で
あ
っ

て
、
人
件
費
も
含
め
て
聖
域

を
設
け
ず
に
削
減
さ
せ
て
頂

い
た
。

　
　
所
信
表
明
で
「
若
者
が

定
着
し
安
心
し
て
子
育
て
が

出
来
る
環
境
と
支
援
の
拡
充
、

教
育
の
充
実
を
図
る
」
と

言
っ
た
が
、
予
算
に
ど
う
生

か
さ
れ
て
い
る
か
。

　　
次
世
代
の
活
力
あ
る
経
済

で
は
、
最
も
重
要
な
も
の
は

起
業
で
、
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
支
援
策
は
学
校
給

食
の
無
償
化
で
家
計
支
援
を

し
、
そ
の
分
家
庭
で
教
育
へ

の
投
資
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

　
　
前
立
腺
ガ
ン
は
目
立
っ

た
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
早

期
発
見
が
難
し
い
。
検
査
は

簡
単
で
採
血
で
出
来
る
上
に

発
見
が
し
や
す
く
、
初
期
で

は
９
割
の
人
が
完
治
で
き
る
。

　
検
査
を
促
す
こ
と
に
も
な

る
の
で
、
補
助
を
求
め
る
。

　
　
最
近
は
災
害
関
連
死
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
避

難
所
は
災
害
後
の
命
を
つ
な

ぐ
重
要
な
場
所
だ
。
避
難
所

の
意
思
決
定
機
関
に
は
多
様

な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
た
め

に
も
女
性
の
登
用
が
必
要
だ
。

　
性
別
な
ど
で
役
割
を
固
定

化
せ
ず
、
民
主
的
な
運
営
を

　
令
和
７
年
度
４
月
か
ら
事

業
計
画
協
議
が
始
ま
る
の
で
、

担
当
課
と
し
て
提
案
を
し
て

い
き
な
が
ら
、
他
の
各
種
健

診
と
共
に
検
討
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

す
る
た
め
に
も
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
含
め
、
避
難

所
で
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る

研
修
等
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
防
災
関
連
の
み
な
ら
ず
各

種
分
野
で
、
女
性
の
視
点
、

さ
ら
に
は
多
様
な
性
の
視
点

は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　
避
難
所
は
避
難
し
て
来
た

方
々
に
よ
る
運
営
に
な
る
の

で
、
令
和
７
年
度
は
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
い
住

民
の
皆
さ
ん
で
避
難
所
の
開

設
や
運
営
が
で
き
る
か
検
証

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
備
蓄
品
等
も
活
用

し
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実

効
性
を
検
証
し
、
更
新
を

図
っ
て
い
く
。

大
西 

町
長

大
西 

町
長

当初予算

大西町政の目指したものは

緊縮財政だが次世代に投資

宮地 葉子 議員
みや   じ　 よう  こ

避難所対策

役
員
に
女
性
の
登
用
は
不
可
欠

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

　
　
　
　
　
検
証
し
て
い
く

前立腺ガン

検
査
へ
の
補
助
を
求
め
る

来
年
度
の
協
議
に
提
案
し
た
い

大
西 

町
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

河
村 

建
設
課
長

村
越 

情
報
防
災
課
長

宮川 德光 議員
みや がわ  のりみつ

水道事業

再
構
築
に

取
組
む
べ
き
で
は

利
便
性
高
ま
る

 

交
通
体
系
を

公共交通バス
渡
辺 

企
画
調
整
室
長

更新に併せて耐震化を進める水道管
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